新劇 倶楽部 創立に 際して 
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響と その 移植から 出発した 演劇の 先駆 的 傾向と 解して 

ゐ るで せう。 また ある もの は、 興行 資本の 手から 独立 

して、 自ら 大衆のう ちに 観客層 を 開拓しつつ ある 演劇 

行動の 意 を も 含めて ゐ るで せう。 むろん それ は それで 

よろしい のであります が、 その 何れ を 目指して 一 つの 

新劇 理論が 提唱され てゐ るかが、 往々、 曖昧で あり、 

不徹底で ある こと は 誰の 罪で ありませ う。 

これ はまこと に、 日本語の 罪 だと 云っても よろしい 

のです が、 さう いふ 言葉 を 無批判に 通用 させて ゐたゎ 

れ われ 自身の 罪 も 半分 は あるん ぢ やない かと 思 ひます _ 

かう いふと ころに、 抑 も、 お 互 は、 想像に あまる 隔 



務を負 ふて 出席して ゐ るので はありません。 で、 討論 

を 避けたい と 思 ひます。 但し、 質問 はこの 限りに 非ず 

といたして は 如何で ありませ う。 

それからもう 一 つ、 めいめい 自己紹介 をす る 必要が 

あると 思 ひます。 そちらから 次々 に どうぞ。 

議題と いって は 大袈裟に なります が、 最初の ことで 

ぁリ ますから、 お 話の 中心 を 一 つきめ てお きませ う。 

一、 一国 一時 代の 演劇 文化から、 新劇と いふ ものが 日 

本の やうに 孤立して ゐる国 は、 どこに もない と 思 ふ- 



つまり、 一般の 商業 劇場の 水準が もっと 引上げられ 

るか、 所謂 今日の 新劇が もっと 職業的に 自活し 得る 

能力 を もっか、 その どちら かで なければ、 これから 

の 若い ジ エネ レエ シ ヨン は 勿論、 われわれ 自身が 既 

に 非常に 仕事が しにくい やうに 思 ふ。 われわれの 共 

通の 目標 は、 芸術的 立場 を 離れて、 一 応 劇壇の 主流 

を さう い ふ 状態 に 早く 導く ことに あるので はない 

力？ 

、 現代の 俳優 はどうして 生れない か？ (近代 人の 頭 

脳と 感覚 を もった 俳優) 



よろしい。 出版者で あれば いいのです。 先駆 的な 新 

劇 運動 もい つか はまた 起る でせ うが、 現在の 新劇の 

歩み を、 それが 若し、 方法 を さへ 誤らなければ、 極 

く 自然な ものと 見て ゐ ます。 それにつ いて 御意 見 

を 9- 

、 演劇 雑誌 を 中心とする グル ゥプの やうな ものが あ 

リ ます。 それぞれの グ ルゥプ は、 それぞれの 芸術的 

主張 を もって ゐ ますが、 何れも、 今日で は 一 つの 芸 

術 的 流派と 称し 得べき やうな もので はなく、 また、 

思想 的 にある 異 つた イデ ォロ ギィを 振りかざして ゐ 
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